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大学を取 り巻 く状況、とりわけ私立大学の現状か ら考えると、理想 を追求す
るあまり採算を度外視したような公開講座の運営は不可能といえる。近年の
































































(平成11年 度 『兵庫県県政要覧』)の1%を ランダムサ ンプリングによって
抽出し、「質問紙郵送法」 を用いて調査 した。有効サンプル数は532、 回収率
は13.3%で あった。サンプルの基本的な属性は、年齢が 厂29歳以下(9.4%)」
厂30～39歳(13.4%)」 「40～49歳(21.6%)」 「50～59歳(27.9%)」 「60～69歳
(20.8%)」 「70歳以上(7.0%)」(回 答数501)で あり、性別が 「男性(24.1%)」
「女性(75.9%)」(回 答数506)で あった。なお分析には、調査統計パ ッケー












8月に夏季婦人教養講座を開講、1973・74(昭 和48・49)年 に神戸市民会館 に
て 「生活 と学問」、北区総合文化センターにて 「現代社会 と学問」を開講、
1982(昭 和57)年7月 に運営委員会の設置、1983(昭 和58)年9・10月 に土
曜公開講座の実施(以 後継続)、1986(昭 和61)年9・10月 に土曜公開講座を
県農業共済会館で開講、1989(平 成元)年 には大学構内の学生会館 を中心に









めのピアノ教室」「郷土史」「英会話(初 級 ・中級 クラス)」 「篆刻入門」「油
絵 をみる」などの講座が上位を占めている。3年 間継続されていない講座や、
定員数が若干名という設定から充足率を計算できない講座 もあるため一概に
はいえないが、それらの講座の特徴 は、英語や心理学、 コンピュータ関係 と
趣味的な分野であるといえる。特に英語やコンピュータ関係は実用的な講座
であるといえる。




















































































































































































































































































































































































































































表2.過 去3年 間 の 公 開講 座 の 充足 率 に よ る
ラ ンキ ング 表
(3年間〈1998～2000年〉の平均値の上位よりランク付け)
[講座名11998119991200011Av
1 初心者のためのテニス教室 1 一 一 1.0
2 児童心理療法のフロンティア
一 一 i 1.0
3 TOEIC受験対策 5 1 2 2.7
4 オベラのアリアを歌う 7 2 3 4.0
5 幼児体育 x x 4 4.0
6 初心者のパソコン 2 7.3 5.14 5.5
7 東西の死生観 6 一 一 6.0
8 中級者のためのパソコン講座
一 一 6 6.0
9 大人のためのピアノ教室 4 8・9 7・10 7.0
10 郷土史 9 4 11 8.0
11 英会癪(初 級・中級クラス) 3 14 一 8.5
12 ・篆刻入門 冖 6 9.18 9.8
13 油絵をみる 10 一 冖 10.0
14 第1回子育て実践(前 期) 19 5 8 10.7
15 TOEFL受 験対策 11 一 一 11.0
16 英会話(高 校生クラス) 8 is
一 13.0
17 高齢化社会での生き方 一 一 13 13.0
18 ひようご講座 一 16 12 74.0
19 臨床心理学のフロンティア 一 12 19 15.5
20 源氏物語アラカルト 冖 一 16 16.0
21 保育実践 n 一 一 17.0
zz 心理療法 12 10.24 22・24 17.3
23 スポーツパフォーマンス向上 18 一 一 18.0
24 女声コーラスとオペラを楽しむ 13 23・26 17 18.2
25 子育て実践(後 期) 20 15 21 18.7
26 日本画入門 27 11 20 19.3
27 親子のパソコン教室 16 19 26 20.3
28 彫刻 25 13 23 20.3
29 児童文学への招待 14 27
一 20.5
30 神戸学 21・24 zs 15 zo.s
31 生命を考える
一 zi 一 zi.o
32 マスコ鳶講座 15 zz 28 21.7
33 現代の親子関係を考える 22 一 一 22.0
34 木版画入門 一 17 27 22.0
35 会津八一論 23 冖 一 23.0
36 講演と映画の会 x zo 29・30 24.8
37 スピリチュアリティと臨床心理学 一
一 25 25.0
38 人間学 26 一 一 26.0
39 現代のこどもを考える 28
一 一 28.0
40 子どもの現在と未来 一 28 一 28.0
47 演奏会 29 x
一 29.0
/ 特別講演会 x 一 一 /
/ 提携高校情報 一 X 一 /
/ 提携高校英語 一 x 一 /
×:充 足率計算不能
一:該 当講座な し




































































































































































































































































































































































































































































表4.過 去3年 間 の 公 開 講座 の 収 支 に よ る
ラ ンキ ング 表
(3年間〈1998～2000年〉の平均値の上位よりランク付け)
1講座名11998119991200011Av
i 油絵をみる 2 一 一 2.0
z 幼児体育 5 3 3 3.7
3 東西の死生観 4 一 一 4.0
4 源氏物語アラカルト 冖 一 4 4.0
5 中級者のためのパソコン講座 一 一 5 5.0
s TOEIC受験対策 is 1 1 5.7
7 ひよう一講座 一 io 2 6.0
8 初心者のためのテニス教室 7 一 一 7.0
9 郷土史 10 6 8 8.0
io 英会話(初 級・中級クラス) i 76 一 8.5
11 心理療法 6 2.15 617 8.7
12 彫刻 3 5 21 9.7
13 臨床心理学のフロンティア
一 12 io 11.0
14 児童心理療法のフロンティア 冖 一 12 iz.o
15 児童文学への招待 8 17 一 12.5
16 大人のためのピアノ教室 12 11・13 15・13 12.7
n 特別講演会 14 一 一 14.0
18 人間学 16 一 一 is.o
19 初心者のパソコン 27 14.9 9.11 76.2
zo 親子のパソコン教室 9 18 22 16.3
zi 木版画入門 一 7 27 17.0
22 日本画入門 32 4 16 17.3
23 会津八一諭 78 一 一 18.0
24 子育て実践(後期) 26 8 20 18.0
25 マスコミ講座 ii zo 26 19.0
26 女声コーラスとオペラを楽しむ 17 21・22 19 19.2
27 現代の親子関係を考える 20 一 一 20.0
28 英会話(高校生クラス) 22 79 一 20.5
29 篆刻入門 一 30 7・18 21.3
30 神戸学 is・zi 23 23 22.0
37 第1回子育て実践(前期) 28 24 14 zz.o
32 講演と映画の会 13 32 29・30 22.5
33 TOEFL受 験対策 23 一 一 23.0
34 現代のこどもを考える 24 一 一 24.0
35 保育実践 zs 一 一 25.0
36 スピリチュアリティと臨床心理学 一 一 25 25.0
37 オペラのアリアを歌う 29 25 24 26.0
38 提携高校情報 一 zs 冖 26.0
39 子どもの現在と未来
一 27 一 27.0
40 生命を考える 一 za 冖 28.0
41 高齢化社会での生き方
一 一 28 28.0
42 提携高校英語 一 29 一 29.0
43 演奏会 30 一 一 30.0

















人聞科学秤 7t5 n.asdl399100 4.0 7 alnive 618 ,moi 6.2 8 3 37.59も 505 100 5.1
英米文学科 nls sa.sssll4631110 4.2 11 iol 90.9%1281 nol 2.6 11 2 18.2% 208 95 z.z
国文学科 izls 41.コ%u655110 6.0 12 4133.3%328 nol 3.0 12 6 50.0% 246 no z.z
児童K育学科 islu 63.2%p1038150 6.9 19 10152.6%836 150 5.6 19 11 97.9% 854 150 5.]
1998 1999 2000
λ学者数1う ち公開講座受臨生1受aし た公開講座の種瑪 入学者数1 うち公開講座更講生1受 講した公罵講座の租別 λ学蛋致1う ち公開講座受購生1受 講した公開隣座の種別
社会人入学 olol
匿
41 xl心 理 〔2} w 1 心理
社会人編入学 olol 1101 9 1 幼児教育














匸=コ社 会人入学(講 座受講)匚=コ 社会人纏 入学(講 座受講)
一← 専任教員数0一 講座担当数































の出張旅費、公開講座で使用する機材(ス ライ ド映写機、録音機など)の 購



















いう。今回の調査に関していえば、公開講座 に関連する資料 を調査 したが、




























そのような基本的な問題を集約 し、香川正弘1)は 「第1は 、なぜ大学開放
をしなくてはならないのか、という哲学的根拠が明確にされていない という
問題、第2は 、大学開放は大学の機能のどこに位置付 くのかという問題、第


































性を生か したものを作 り出せることとした上で、広瀬洋子2)は 、「ここでは、
中央発信型の放送大学とは異なる、ローカルな問題意識や特色を重視 した
地域密着型のテーマの開発が求められる。地域の固有の問題を見つめていっ
た結果、それが実は地球上の普遍的な問題 と結びつ くといったダイナ ミイ
ズムをもつテーマ もある。21世 紀に向けて提唱されるThinkGlobally ,Act
Locallyの 原点 となるテーマを地域 と大学が協力 して探求してい くことがで
きる」 と述べている。







































1)香 川正弘 「大学 開放 の今 日的課題」 『平成12年 度文部省調査研 究 生涯学 習の促
進 に関す る研究開発』大学 開放 にかかわる研 究委 員会 、2001、p14
2)広 瀬洋子 「放送大 学 を利用 した大学公開講座の テーマ の特性」 『研究報告 第98号
放 送利用の大学公 開講座ハ ン ドブック:次世代への継承』放送教 育開発 セ ンター、
1997,p13
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